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メダケ属リュウキュウチク節植物の葉の表皮構造（予報）
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Preliminary study of the foliar epidermal microstructures of the genus 
Pleioblastus sect. Pleioblastus (Poaceae: Bambusoideae)
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Abstract: The abaxial foliar epidermal microstructures of four species of Pleioblastus 
sect. Pleioblastus, namely, Pleioblastus linearis, P. gramineus, P. gozadakensis, and P. 
hindsii (sensu Nakai = Japanese “Kanzan-chiku”), were examined using a scanning elec-
tron microscope. Among these species, the abaxial foliar epidermis of P. linearis and P. 
gramineus were found to be characterized by stomata that are completely overarched 
by elongated, often slightly branched, papillae, although the density of prickle hairs is 
higher in P. gramineus than in P. linearis. Contrastingly, in P. gozadakensis and P. hindsii, 
although papillae adjacent to the stomata are somewhat elongated, they do not completely 
overarch the stomata, such that the stomatal apertures are visible, particularly in the case 
of P. hindsii. In addition, large interstomatal papillae were observed to be more numerous 
in P. gozadakensis than those in P. hindsii.

Key Words: leaves, papillae, Pleioblastus gozadakensis, Pleioblastus gramineus, 
Pleioblastus hindsii, Pleioblastus linearis

メダケ属 Pleioblastus Nakai は日本、中

国、ベトナムに分布し、42 種が知られる

（Ohrenberger 1999）。日本には約 20 種があ

り、3 節（小林 2017）あるいは 2 亜属 2 節（鈴

木 1996）にまとめられている。このうち、リュ

ウキュウチク節 sect. Pleioblastus（鈴木 1996
ではリュウキュウチク亜属）はリュウキュウ

チク Pleioblastus linearis (Hack.) Nakai、ゴ

ザダケザサ P. gozadakensis Nakai、タイミン

チク P. gramineus (Bean) Nakai、カンザン

チク P. hindsii (Munro) Nakai の 4 種からな

る。リュウキュウチクとタイミンチクはとも

に鹿児島県の薩南諸島を含む琉球諸島に分布

するとされるが（鈴木 1996, 小林 2017）、『琉

球植物誌』（初島 1971）ではタイミンチクは

とりあげられていない。ゴザダケザサは八重

山諸島の西表島と石垣島に分布するが（鈴木 
1996, 小林 2017）、初島（1971）は本種をリュ

ウキュウチクの生態型とみなし、移入された

メダケ P. simonii (Carrière) Nakai を除けば、
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琉球列島にはリュウキュウチクただ 1 種を産

すると述べている。Walker（1976）はメダケ属

に Arundinaria Michx. を用いているが、種の

認識は初島と同様である。また、カンザンチ

クは中国南部原産と考えられているが（鈴木 
1996, 小林 2017）、分子系統解析の結果、日

本のカンザンチクがリュウキュウチク節に含

まれる一方、中国産の Pleioblastus hindsii（中

国ではヤダケ属に含めて Pseudosasa hindsii 
(Munro) S.L.Chen & G.Y.Sheng ex T.G.Liang
とされる）はリュウキュウチク節とは別の

系統に含まれることが明らかにされている

（Triplett 2008, Triplett & Clark 2010）。この

ことから、日本のカンザンチクはタイミンチ

クとともに、リュウキュウチクの栽培型のひ

とつであろうとする見解もある（米倉・邑田 
2012）。このように、リュウキュウチク節の

種の認識をめぐっては、研究者によって見解

の相違がみられる。

イネ科植物では葉の表皮構造が分類に使わ

れてきたが、タケ亜科植物においても葉身の

表皮構造、特に下面（背軸面）表皮の乳頭突起

は種ごとに特徴的なパターンを示すことが知

られている（Metcalfe 1956）。ここでは、園

内に収蔵されているリュウキュウチク節の標

本を使って葉の表皮構造を観察し、この節に

おける分類形質としての有用性について検討

するための予備的な研究を行った。

材料と方法

葉の表皮構造の観察に用いた標本を Table 
1 と Fig. 1 に示す。リュウキュウチクとカン

ザンチクは富山県中央植物園で栽培している

株を用いた。このうち、リュウキュウチクは

2005 年に富士竹類植物園から導入され、鉢

植えにしていた株を圃場に植栽したもので、

標本を採集した当時の細い稈では稈鞘の毛は

目立たなかったが、現在みられる太い稈では

稈鞘にリュウキュウチクの特徴である粗い毛

が認められる。タイミンチクは沖縄島中部の

名護市の山地で採集されたもので、稈鞘が無

毛で、葉の先が若干よじれる傾向がみられた

ことからタイミンチクと同定した。ゴザダケ

ザサは石垣島の前嵩で採集されたもので、こ

の場所は、最近、三樹ほか（2020）によって

報告されたゴザダケザサの新産地と同所であ

る。

押し葉標本から、葉身中央の、中肋と内側

の葉縁（展開前に葉が巻かれていたとき内側

になっていた方の葉縁）の間を約 5 mm × 5 
mm の大きさに切り取り、微細構造の観察を

容易にするために Dávila & Clark（1990）にし

たがってキシレン中で超音波洗浄を行い、表

面のワックスを除去した。下面（背軸面）に

イオンコーター（JEOL JFC-1100E）で金を約

0.02 μm の厚さにコーティングし、走査電子

顕微鏡（JEOL JSM-T20）で微細構造を観察し

Table 1. Voucher specimens.
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Fig. 1. Specimens of Pleioblastus sect. Pleioblastus used in this study. A: Pleioblastus lin-
earis (K.Takahashi 110829-1). B: P. gramineus (K.Takahashi 110731-1). C: P. gozadakensis 
(K.Takahashi 140809-1). D: P. hindsii (K.Takahashi 110829-2).
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Fig. 2. Abaxial foliar epidermal microstructure. A & B: Pleioblastus linearis (K.Takahashi 110829-
1). C & D: P. gramineus (K.Takahashi 110731-1). E & F: P. gozadakensis (K.Takahashi 140809-
1). G & H: P. hindsii (K.Takahashi 110829-2). B, D, F & H: Close-up of Stomata. Arrowheads  
and asterisks indicate stomata and large papillae, respectively. cz: costal zone. is: interstomatal 
band. mi: microhair. pr: prickle hair. sb: stomatal band. si: silica cell. Scale bar = 100 μm for A, C, 
E & G, and 10 μm for B, D, F & H.
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た。

結果と考察

走査電子顕微鏡で観察した葉身下面表皮

の微細構造を Fig. 2 に示す。脈上のゾーン

（costal zone: cz）の両側に気孔帯（stomatal 
band: sb）があり、気孔帯と気孔帯の間

（interstomatal band: is）には気孔を欠く。全体

に無数の乳頭突起（papilla）が分布するほか、

プリッケルヘア（prickle hair: pr）、ミクロヘ

ア（microhair: mi）、脈上にはケイ酸細胞（silica 
cell: si）が認められる。このうち、プリッケ

ルヘアは、タイミンチクに最も高密度で分

布する（Fig. 2C）。次に、気孔の周囲の乳頭

突起のパターンに着目すると（Fig. 2B, D, F, 
H）、矢頭で示した気孔は、リュウキュウチ

クとタイミンチクでは、しばしば折れ曲がっ

た細長い乳頭突起によってほぼ完全に覆われ

ており、開口部は見えていない（Fig. 2B, D）。

また、リュウキュウチクとタイミンチクでは、

気孔を覆う伸長した突起以外は細かい粒状の

乳頭突起が多く、気孔を覆う突起の上にもし

ばしば粒状の小さな突起が存在しわずかに

枝分かれした形状になることもある（Fig. 2B, 
D）。一方、ゴザダケザサとカンザンチクでは、

乳頭突起の先端が気孔の中心に達しないため

開口部は完全には覆われず、特に、カンザン

チクでは気孔の周囲の乳頭突起が開口部をほ

とんど覆わない場合もみられる（Fig. 2F, H）。

また、ゴザダケザサとカンザンチクでは気孔

と気孔の間にはアスタリスクで示した大きな

乳頭突起が存在し、この突起は特にゴザダケ

ザサで多くみられる（Fig. 2F, H）。

以上のように、リュウキュウチク節の 4 種

は、葉身の下面表皮の微細構造においてもあ

る程度分化していることがわかった。リュウ

キュウチクの生態型とみなされることも多い

ゴザダケザサは、節稈比（節径／稈径）が大き

く、稈の節からの分枝がしばしば 1 本にな

る（リュウキュウチク節では通常 3–7 本）と

いう特徴をもとに、リュウキュウチクから区

別できるとする報告がある（三樹ほか 2020）。
また、メダケ属を中心に AFLP データを使っ

て温帯性タケ類の系統解析を行った Triplett
（2008）は、遺伝的にもリュウキュウチク節の

4 種の存在を支持している。なお、Triplett
（2008）による系統樹では、カンザンチクと

タイミンチク、ゴザダケザサとリュウキュウ

チクがそれぞれ近縁であるのに対して、葉の

表皮構造においては、リュウキュウチクとタ

イミンチク、ゴザダケザサとカンザンチクが

より類似していた。

今回観察された葉の表皮構造が、リュウ

キュウチク節のそれぞれの種を特徴づけるも

のであるかを明らかにするためには、複数の

産地の個体を観察し、種内変異の有無や移行

的な特徴をもつ個体の存在などについて検討

する必要がある。
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富山県におけるスズカマムシグサ（サトイモ科）の自生地
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The locations of Arisaema pseudoangustatum var. suzukaense (Araceae) 
in Toyama Prefecture, Central Japan
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Abstract: In this study, new localities of Arisaema pseudoangustatum Seriz. var. suzu-
kaense Seriz. were found in Toyama Prefecture, central Japan. Reference to geological 
maps indicated that the four localities lie within or in the vicinity of limestone areas. The 
distribution profile of Arisaema pseudoangustatum var. suzukaense in Toyama Prefecture 
would appear to indicate that this taxon is a limestone-philic plant. Moreover, the taxon 
should be treated as an endangered plant (Near Threatened: NT) in Toyama Prefecture 
because localities are limited in the prefecture and almost northern-most in Japan.

Key Words: Arisaema pseudoangustatum var. suzukaense, endangered plant, limestone 
area, new locality, Toyama Prefecture

ス ズ カ マ ム シ グ サ Arisaema pseudo-
angustatum Seriz. var. suzukaense Seriz. は芹

沢（2013）によってミヤママムシグサの変種

として記載され、コウライテンナンショウ A. 
peninsulae Nakai に類似するが、花期がやや

遅く、仏炎苞は葉よりも遅く展開して白味を

帯びた緑色で、仏炎苞舷部に隆起する細脈が

ないなどの特徴で区別できる。富山県では自

生の北限にあたる富山市粟巣野から報告され

ていたが（早瀬 2019）、2020 年の現地調査の

結果、新たに複数の自生地が確認されたため、

ここに報告する。

今回新たに発見されたのは、富山県南砺市

下出、富山市八尾町切詰、富山市八尾町猟師ヶ

原、富山市亀谷の 4 地点である。

いずれも県南部に集中し、標高は 600 m 
を超える。以下に、自生地の概況と地質につ

いて述べる。なお、自生地保護の観点から、

詳細な位置は公表しない。

A．富山県南砺市下出

林道の脇、ミズナラなどが優占する広

葉樹林の林縁約 200 m の間に断続的にニ

リ ン ソ ウ Anemone flaccida F.Schmidt、 オ

オ ハ ナ ウ ド Heracleum lanatum Michx. 
var. lanatum、 ア カ ソ Boehmeria silvestrii 
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図 1.  新たに確認されたスズカマムシグサ．A: 南砺市下出（2020 年 5 月 28 日），B: 富山市八
尾町切詰（2020 年 6 月 2 日），C: 富山市八尾町猟師ヶ原 (2020 年 5 月 25 日，TYM061919)，
D: 富山市亀谷 (2020 年 6 月 16 日，TYM061914)．



March 2021 39早瀬・大原：スズカマムシグサの自生地

(Pamp.) W.T.Wang、ニシミゾソバ Persicaria 
thunbergii (Siebold et Zucc.) H.Gross var. 
hassegawae (Hanai et Seriz.) Yonek.、 ヒ カ

ゲミツバ Spuriopimpinella koreana (Nakai) 
Kitag. スギナ Equisetum arvense L. などとと

もに 50 個体以上が生育 (図 1A）。

調査地点を含む 5 万分の 1 地質図幅「下梨」

は 2020 年 12 月現在未刊行である（産総研地

質調査総合センター 2020）。鹿野ほか（1999）
20 万分の 1 地質図によれば、自生地の地質

は新第三紀の安山岩―デイサイト溶岩・火山

岩などで、南東側 2 ～ 7 km の利賀川の谷に

は石灰質片麻岩が広く分布している。

証拠標本：富山県南砺市下出 alt. 1067 m．

May 28, 2020．大原隆明．（雄花序・未開花 
TYM061915, 雄花序 TYM061916）

B．富山県富山市八尾町切詰

道路沿い。ミズナラなどが優占する落葉広

葉樹林下約 100 m にわたって、ウワバミソ

ウ Elatostema involucratum Franch. et Sav. や
クジャクシダ Adiantum pedatum L. コウグイ

スカグラ Lonicera ramosissima Franch. et Sav. 
ex Maxim. var. ramosissima、ダイセンヒョ

ウタンボク Lonicera strophiophora Franch. 
var. glabra Nakai、イワシモツケ（マルバイ

ワシモツケ） Spiraea nipponica Maxim. var. 
nipponicaなどとともに100個体以上生育 (図
1B）。付近にはコウライテンナンショウも自

生していたが、スズカマムシグサとは混生し

なかった。

自生地の地質は飛騨変成岩類、水無層中の

晶質石灰岩である（野沢ほか 1981）。
証拠標本：富山県富山市八尾町切詰．alt. 

978 m．June 2, 2020．大原隆明．（雄花序 
TYM061917, 雄花序・未開花 TYM061918）

C．富山県富山市八尾町猟師ヶ原

林道沿いのミズナラ・コナラなどが優占す

る林の林縁に数十個体生育 (図 1C）。サワ

ダ ツ Euonymus melananthus Franch. et Sav.、
ウ ス ゲ タ マ ブ キ Parasenecio farfarifolius 
(Siebold et Zucc.) H.Koyama、カニコウモ

リ Parasenecio adenostyloides (Franch. et Sav. 
ex Maxim.) H.Koyama、オオハルトラノオ 
Bistorta tenuicaulis (Bisset et S.Moore) Nakai 
var. chionophila Yonek. et H.Ohashi サ ナ ギ

イ チ ゴ Rubus pungens Camb. var. oldhamii 
(Miq.) Maxim. などが道沿い 100 m の範囲に

同所的に出現した。

自生地の地質は飛騨変成岩類白木峰層中の

晶質石灰岩である（野沢ほか 1981）。
証拠標本：富山県富山市八尾町猟師ヶ原．

alt. 640 m．May 25, 2020．大原隆明．（雌花

序 TYM061919, 雄花序 TYM061920, 雄花序 
TYM061921）

D．富山県富山市亀谷

ミズナラなどが優占する道路沿いの広葉

樹林下にオオイタドリ Fallopia sachalinensis 
(F.Schmidt) Ronse Decr.、 ヒ ト リ シ ズ カ 
Chloranthus quadrifolius (A.Gray) H.Ohba et 
S.Akiyama などとともに見られた。1 株のみ

確認 (図 1D）。

自生地を含む東西約 7 km、南北約 5 km の

地質は時代未詳の飛騨変成岩類である花崗岩

質片麻岩（角閃岩および片岩類を含む）であ

り、和田川に沿う道路上に石灰岩の露頭が

縞状に現れる（野沢・坂本 1960）。諏訪ほか

（1981）および山下ほか（1988）を参照すると、

野沢・坂本（1960）に示された以上に和田川

流域は南北に縞状に結晶質石灰岩・石灰珪質

片麻岩が広範かつ複雑に分布している。自生

地はこの石灰岩の分布域内にある。

証拠標本：富山県富山市亀谷．alt. 623 m．

June 16, 2020．早瀬裕也・大原隆明・森山次

郎．（雄花序 TYM061914） 

表 1、図 2 に、今回確認されたスズカマム

シグサの自生地と、これまでに報告された富
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山県外の自生地を示した。

今回報告した 4 つの産地は富山市粟巣野

の産地（早瀬 2019）と石川県の白山別当出合 
(1,480 m)（芹沢 2012）や岐阜県飛騨市の分布

記録（邑田 2019）との間を埋めるように位置

しており、スズカマムシグサの岐阜県・石川

県からの分布の連続性が示された。

スズカマムシグサは三重県鈴鹿市の藤原岳

が基準産地である（芹沢 2013）。藤原岳は全

山石灰岩からなり、石灰石の採掘がおこなわ

れている（山下ほか 1988）。富山県外のスズ

カマムシグサの自生地の地質を、産総研地質

調査総合センター (2020) の地質図カタログ

に掲載されている地質図を基に調べてみる

と、芹沢（2013）で挙げられている 27 の標本

記録のうち、12 地点で石灰岩の分布がみら

れた（表 1、図 2）。
富山県初記録のスズカマムシグサの自生

地、富山市粟巣野（早瀬 2019）の地質は、野

沢・坂本（1960）によると花崗岩質片麻岩（角

閃岩および片岩類を含む）であるが、相馬・

秋山（1984）では、晶質石灰岩の分布も認め

られる。今回確認された自生地も、地質図に

よると石灰岩地域によく対応しており、南砺

市下出、富山市八尾町切詰、富山市亀谷付近、

の 3 地点では、スズカマムシグサと同所的に

は見られなかったものの、富山県内では石灰

岩地に出現するクロイチゴ Rubus mesogaeus 
Focke var. mesogaeus の自生も知られている

（大原 私信）。これらのことを考慮すると、

スズカマムシグサは石灰岩地域に特有の好石

灰岩植物の一つであるのかもしれない。

スズカマムシグサは環境省（2020）および

各都道府県のレッドリスト（野生生物調査協

会・EnVision 環境保全事務所 2020「日本の

レッドデータ検索システム」参照）には掲

載されてないが、富山県は北限の産地であ

り、自生地が限られていることから、富山

県の絶滅のおそれのある植物とみなすべき

である。しかし、レッドデータブックとや
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図 2.  標本情報に基づくスズカマムシグサの分布図．図中の番号・記号は表 1 に対応．灰色で
示したのは石灰岩の分布がみられる産地．
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ま（富山県 2012）で絶滅危惧Ⅰ類にランクさ

れている同属のマイヅルテンナンショウ A. 
heterophyllum Blume と比較すると産地数・

個体数は多く、園芸目的で採取される可能性

も低いと考えられることから、準絶滅危惧種

（NT）とするのが妥当と考えられる。

富山市の森山次郎氏には野外調査の補佐を

していただきました。ここに記して感謝申し

上げます。
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富山県魚津港（南地区）で見つかったヒメイカとコウイカに産卵された
アマモ群落
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Notes on a Zostera marina population at Uozu Port (South Area), Toyama 
Prefecture, central Japan, in which Japanese pygmy squid (Idiosepius 

paradoxus) and cuttlefish (Sepia esculenta) spawn

Yoshitsugu Azuma 1)*, Satoshi Kusama 2), Tomoharu Kimura 2), 
Nobumitsu Kawakubo 3) & Osamu Inamura 2)
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42 Kamikutsuwada, Fuchu-machi, Toyama 939-2713, Japan
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2) Uozu Aquarium, 

1390 Sanga, Uozu, Toyama 937-0857, Japan
3) Faculty of Applied Biological Sciences, Gifu University, 

Yanagito1-1, Gifu 501-1193, Japan

Abstract: In this study, we found a population of the seagrass Zostera marina at Uozu 
Port (South Area), Uozu City, Toyama Prefecture, growing on a sandy substrate in the 
infralittoral zone (at a depth of 3–4 m). The size of a dense colony of Z. marina was 
approximately 1.7 m × 1.2 m. Within this Zostera population, we identified egg masses of 
the Japanese pygmy squid Idiosepius paradoxus and eggs of the cuttlefish Sepia esculenta 
laid on different plants separated by a distance of approximately 15 m. The egg masses of I. 
paradoxus were found to be attached between 5 cm and 20 cm from the tip of Zostera leaf 
blades, whereas in contrast, the eggs of S. esculenta were distributed between 2 cm and 15 
cm from the base of the Zostera shoots. This is the first report of the spawning of I. para-
doxus and S. esculenta in Toyama Bay.

Key Words: Idiosepius paradoxus, seagrasses, Sepia esculenta, sexual reproduction, 
spawning, Toyama Bay, Zostera marina

2020 年 6 月 10 日、富山県魚津市の魚

津港南地区にて、水深約 3 ～ 4 m の砂地

に生育するアマモ Zostera marina L. 群落

が見つかった。その群落内で、ヒメイカ

Idiosepius paradoxus Ortmann と コ ウ イ カ

Sepia esculenta Hole の成体が観察された。2
種のイカが観察された場所は約 15 m 離れ、

それぞれの場所のアマモ植物体に、ヒメイカ
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の卵塊とコウイカの卵が産み付けられてい

た。アマモのような海産種子植物は海草（ウ

ミクサ）と呼ばれ、海草が群落を形成する場

所は、海洋動物の生息場所であり、産卵の場

所としても重要である（Hemminga & Duarte 
2000, Heck et al. 2003, 仲岡 2010）。しかしな

がら、人間の生活空間から近い場所に形成

される海草群落は、人間活動の影響を受け

やすく、世界的に減少し続けている（Waycott 
et al. 2009）。実際、魚津市沿岸に分布してい

た海草が、生育の確認後に群落が消失してし

まった記録がある（藤田・高山 1999）。富山

湾の海草群落は氷見市を中心として 90％以

上が湾の西部に分布するとされ（富山県水産

試験場 2013）、東部の魚津市では分布が稀で

ある。今回見つかったアマモ群落も消失して

しまう可能性があることから、記録としてア

マモの生育状況を報告し、併せて、そこで観

察された 2 種のイカの行動、産卵状況の観察

結果を報告する。

アマモの生育状況

調査地の魚津港は、富山湾東部に位置し、

北地区と南地区に分かれている（図 1）。アマ

モ群落は、南地区に設置された南防波堤の先

端付近から約 50 m 南方に離れた水深約 3 ～

4 m の砂地で見つかった（図 1、図 2A）。観

察された群落は、疎生するアマモ個体と密生

するアマモ個体から構成されていた。前者は

水深約 3 m の砂地に点在し、後者は水深約 4 
m にのみ確認され、それより深い海底にはア

マモが見られなかった。

6 月 10 日のスキューバ潜水調査で、密生

したアマモ群落の全体把握を試みたが、海水

の透明度が低くて海中の見通しがきかず、計

測が出来なかった。そのため、6 月 17 日に

再度試みたが、同様に透明度が低く、計測で

きなかった。そこで水深 3 m 付近でスキュー

バ潜水により撮影した映像から静止画像を切

り出し、アマモ群落の全体像を合成した（図

2B）。得られた合成画像から、密生したアマ

図 1．ヒメイカとコウイカの産卵が確認された魚津港南地区のアマモ群落の位置．矢印はアマ
モ群落が見つかった場所を示す．

Fig. 1. Map showing the location (indicated by the arrow) at which a Zostera marina population 
with spawning Japanese pygmy squid (Idiosepius paradoxus) and cuttlefish (Sepia esculenta) was 
observed.
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モ群落の大きさはおよそ 1.7 m × 1.2 m と推

測できた。 
アマモには地下茎から生じた葉だけをつけ

る短い枝（栄養シュート）と、地下茎から生じ

る葉と葉鞘に包まれた花序とをつける枝（生

殖シュート）が生じる（北村ら 1994）。群落内

では、両方のシュートが観察でき、生殖シュー

トに肉穂花序が見られた。6 月 10 日に観察

した肉穂花序の 1 つは長さが 55 mm あり、

花粉放出後の 13 個の半葯、花柱を海中に突

き出した 4 個の雌花が見られた（図 2C）。群

落内では、成熟直前の果実もあったことか

ら、本調査地で有性生殖が行われていること

が推察された。それらの観察後、採集した植

物体は富山県中央植物園の研究室に持ち帰

り、さく葉標本にして富山県中央植物園標本

庫（TYM）に収蔵した。

魚津市沿岸では、1980 年代からアマモの

生育が認識されていた。例えば、藤田・高山

（1999）は、魚津市の角川河口右岸で、1985

図 2．魚津港南地区で観察されたアマモ．A: アマモ群落の位置．矢印の下に調査地内で最も密
なアマモ群落が認識された．B: 水深約 4 m に生育したアマモ群落の全体像．4 枚の静止画像
を用いた合成画像．C: アマモの有性生殖器官．肉穂花序 (S)．花粉放出後の半葯 (T1–T13)．
雌花 (Ff1–Ff4)．花柱 (St)．A と C は 2020 年 6 月 10 日に，B は 2020 年 6 月 17 日に撮影した．

Fig. 2. Zostera marina observed at Uozu port (South Area). A: The location of a dense colony of 
Z. marina (arrow). B: An image of the entire dense colony of Z. marina, which was compiled 
using four still images cut from a video recording. C: The reproductive organs of Z. marina: spa-
dix (S), thecae following the release pollen grains (T1–T13), female flowers (Ff1–Ff4), and style 
(St). Photographs were taken on June 17 (A and C), on June 10 (B) 2020.
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期には多くが消失すると記録した。富山県水

産試験場（2013）は、富山湾の海草群落は氷

見市を中心として 90％以上が西部に分布す

ると算出し、魚津市ではアマモ類が優先する

砂泥性藻場を 0.5% と推定した。

さらに魚津市沿岸の海草群落は、波浪の影

響、泥の堆積、人為的な浚渫が行われ、一部

のアマモ属植物の群落が消滅した経緯がある

（藤田・高山 1999）。今回見つかったアマモ

群落は、消失した群落の場所から 500 m も

離れておらず、水深や底質も似ていることか

ら、不安定な環境下で生育していると推測さ

年頃からアマモ属植物が認められるように

なったと記した。その報告では、1989 年に

は水深約 2 ～ 3 m の砂泥域に約 30 m × 10 
m の範囲で海草群落が点在したとし、1999
年 3 月には魚津市青島地先で打ち上げられた

アマモ植物体が記録されていた。浦邊・松村

（2006）は、2006 年 11 月に魚津市経田の沿岸

で海草の採集を行い、水深 4 m の砂泥域に

アマモとウミヒルモ Halophila ovalis (R. Br.) 
Hook. f. が分布することを報告した。伊串・

稲村（2010，2012）は、魚津港南地区でのア

マモの生育を確認し、水温が 12°C 以下の時

図 3．ヒメイカ成体とアマモ葉身に産み付けられたヒメイカ卵塊．2020 年 6 月 10 日．A: 2 つ
の卵塊 (Em)と付着するヒメイカ成体 (Ip)．B: アマモ葉身 (L)上のヒメイカ成体 (Ip)と卵
塊の一部 (Em)の拡大．C: 卵塊 (Em)とゼリーで覆われた 1 つの卵（E）の拡大．矢印は 2 つ
の卵塊の境界を示す．

Fig. 3. An adult Idiosepius paradoxus and egg masses spawned on a leaf blade of Zostera marina. 
June 10, 2020. A: Two egg masses (Em) and an attaching adult I. paradoxus (Ip). B: A close-up 
view of an adult squid (Ip) and part of an egg mass (Em) on a leaf blade of Z. marina (L). C: A 
close-up view of an egg mass (Em) and s single egg (E) covered with jelly that adheres eggs to 
the leaf blades. Arrows indicate the boundary between the two egg masses.
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れた。

これまで魚津市沿岸で報告されたアマモ

は、陸域に漂着した植物体あるいは潜水観察

を用いた目視によるものである（浦邊・松村 
2006）。また、得られた標本は独立行政法人

水産総合研究センター東北区水産研究所に送

付されており、今回は資料として検討するこ

とができなかった。本研究で作製されたさく

葉標本は、初めて公的標本庫（TYM）に収蔵

されたものであり、富山県フロラに魚津市沿

岸産アマモを加える証拠標本として記録する

意味がある。

ヒメイカとコウイカの産卵状況

ヒメイカとその卵塊は、2020 年 6 月 10 日

に、水深約 3 m で疎生するアマモ個体の 1
つで観察された（図 3A）。観察されたヒメイ

カは外套長約 16 mm の 1 個体で、卵塊の周

辺で見つかった (図 3B)。産卵されたアマモ

の全長は約 50 cm で、卵塊はその先端部よ

り約 5 ～ 20 cm の間に認められた。卵塊は

表面がゼリー状の物質に覆われ、その表面に

は微細な砂泥や藻類が付着していた（図 3C）。
卵塊は 2 つの卵塊が隣接するようにアマモ葉

身に産み付けられていた。1 つの卵塊を A3
サイズに拡大して印刷し、ゼリー状の物質内

部に存在する乳白色の卵を数えると、36 個

の卵が認識できた。また、図 3A と図 3B の

ヒメイカは同一個体で、アマモの葉身や卵塊

周辺に付着したり、離れたりを繰り返して移

動する行動が観察された。

コウイカとその卵は、2020 年 6 月 10 日と

17 日に、水深約 4 m の密生するアマモ群落

内で観察された（図 4A）。コウイカは外套長

図 4．コウイカとアマモに産み付けられた卵．2020 年 6 月 10 日．A: 密なアマモ群落内の雌雄
2 匹のコウイカ (Se)とその卵 (E)．B: アマモ葉鞘 (Ls)基部に数多く産み付けられたコウイ
カの卵 (E)． 

Fig. 4. Cuttlefish Sepia esculenta and eggs spawned on leaf blades of Zostera marina. June 10, 2020. 
A: Male and female S. esculenta (Se) and eggs (E) in the dense colony of Z. marina. B: A num-
ber of large eggs (E) of S. esculenta were observed at the base of leaf sheaths (Ls) of Z. marina.
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魚津港南地区のアマモ群落の重要性

魚津港南地区で生育が確認されたアマモ

は、小規模ながらも群落を形成し、有性生殖

を行っていることが推察された。有性生殖の

確証を得るためには、今後の実生個体の確認

と本調査地におけるアマモ生活史の解明が必

要である。

今回アマモ植物体上で見つかったイカ類の

卵塊や卵は、アマモ群落でイカ類が定期的な

産卵を行っている可能性を示唆している。富

山湾のわずか 0.5％と推定されている魚津市

沿岸のアマモ場は不安定な環境にあり、ごく

狭い範囲で 2 種のイカの産卵が富山湾で初

めて観察されたことは予想外の事である。本

報告は、海産動物の生育や産卵の場となるア

マモ群落が海洋生態系の維持において極めて

重要であることを示している。本調査で見つ

かったアマモ群落とこれを利用する海産動物

の出現や行動は、魚津市沿岸産アマモの生活

史と密接に関連する可能性があり、今後も同

調査地において継続的に潜水観察を行う必要

がある。

本研究を行うにあたり、魚津漁業協同組合

には調査の実施にご理解とご協力いただきま

した。名古屋港水族館の春日井 隆博士には、

ヒメイカの形態や生態情報をご教授いただ

き、文献を提供していただきました。富山県

農林水産総合技術センター水産研究所の松村

航博士には、魚津市沿岸におけるアマモの分

布および生態の情報をいただきました。また

執筆にあたり富山県中央植物園園長中田政司

博士には多くの助言をいただきました。ここ

に記してお礼申し上げます。

証拠標本 : アマモ Zostera marina L. : 魚津市

魚津港南地区、N36°48’26.49 E137°23’30.81
水深 4 m、草間 啓、2020.6.17 （TYM 061904)

約 18 cm、複数個体がアマモ群落内で見られ、

3 個体が卵の周辺で確認された。和田・増田

（2013）によると、コウイカの外套背側の縞

模様は成熟した雄で顕著にみられるが、雌で

は不明瞭であることから、卵の周辺で確認さ

れた個体は雄 2 個体と雌 1 個体と識別でき

た。卵は、アマモの生殖シュート、栄養シュー

トの基部より約 2 ～ 15 cm の間に、卵膜の

一部が巻き付けられ固定されていた（図 4B）。
卵の表面には微細な砂泥が付着していた。

ヒメイカは、ヒメイカ科 Idiosepiidae に属

するイカの一種で、北海道南部からの日本各

地、朝鮮半島、中国大陸沿岸に分布する（奥

谷 2015）。体は紡錘型で、外套長は 16 mm
以内で、外套の後端はやや尖る。外套膜背側

には小判型の粘着細胞群があり、これによっ

て他物に付着する特徴がある（和田・増田 
2013, 奥谷 2015）。太平洋側では、Kasugai & 
Segawa (2005）が愛知県知多半島南部で本種

の生活史を明らかにした。一方、日本海側で

のヒメイカに関する研究は、山口県北部にお

ける産卵記録（河野ら 2013）、山陰沖におけ

る頭足類相のモノグラフ中の記録（和田・増

田 2013）、北限である北海道南部の季節発生

に関する研究（Sato et al. 2009）、富山湾にお

ける採集記録（林 1991）と断片的である。な

かでも、富山湾におけるヒメイカの生態はわ

かっておらず、本報告が産卵の初記録となる。

コウイカは、コウイカ科 Sepiidae に属す

るイカの一種で、日本中部、中国大陸沿岸、

フィリピン、インドネシア、オーストラリア

北部まで分布する（奥谷 2015）。体は楕円型

で、外套長は雌より雄の方が大きくなり、最

大 20 cm を超える（和田・増田 2013）。奥谷

（2015）は、本種を日本で最も普通に見られ

るコウイカ類とし、早春から初夏にかけ内湾

などの沿岸に寄り、卵を産むとしている。水

産上非常に重要な種だが、富山湾における生

態や産卵の学術的な記録は見当たらない。
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タイヨウフウトウカズラの冷蔵種子保存が発芽に及ぼす影響

志内利明・早瀬裕也
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Effect of seed refrigeration on the germination of Piper postelsianum Maxim.

Toshiaki Shiuchi* & Yuya Hayase

Botanic Gardens of Toyama, 
42 Kamikutsuwada, Fuchu-machi, Toyama 939-2713, Japan

*t-shiuchi@bgtym.org (corresponding author) 

Abstract: To evaluate the effects of seed refrigeration on the germinability of Piper pos-
telsianum Maxim., a critically endangered plant, germination assessment were carried out 
under controlled conditions at 5, 10, 15, 20, and 25°C. Refrigerated seeds (stored at 4°C 
for 1 year) and fresh seeds germinated well (over 90%) at 15°C and 20°C, respectively. 
The duration between sowing and germination tended to be shorter at higher temperatures, 
and the speed of germination similarly showed a tendency to be more rapid under the same 
conditions. The optimum temperature for germination of P. postelsianum was found to be 
25°C, whereas the viability of refrigerated seeds had declined significantly under wet and 
cool conditions (less than 15°C) at 70 days after sowing.

Key Words: critically endangered plant, optimum germination temperature, Piper 
postelsianum, refrigerated seed, seed germination

タ イ ヨ ウ フ ウ ト ウ カ ズ ラ Piper pos-
telsianum Maxim. は小笠原諸島の母島に固

有なコショウ科の雌雄異株性の多年性草本

で、絶滅危惧 IA 類に指定されるとともに国

内希少野生動植物種にも指定されている（環

境省自然環境局野生生物課希少種保全推進

室 2015, 環境省ホームページ 2021）。農林水

産省・環境省（2004）は平成 16 年に個体群の

維持及び拡大を目標として「タイヨウフウト

ウカズラ保護増殖事業計画」を策定し、生育

状況等の把握や生育環境の維持及び改善を図

り、自然状態で安定的に存続できるよう人工

繁殖等を実施した。この中で明らかとなった

タイヨウフウトウカズラの個体数減少の原因

は崩落等による生育環境の変化、被陰による

日照条件の悪化、クマネズミ、アフリカマイ

マイ等による食害等であった。この計画を受

けて、東京大学大学院理学系研究科附属植物

園はタイヨウフウトウカズラの植え戻しによ

る自生地復元を目指して保護増殖事業を実施

したが（平井・小牧 2008）、小笠原産植物の

植え戻しは、防疫や外来生物の侵入防止の観

点から問題があるとして現在は実施されてい

ない（自然環境局野生生物課希少種保全推進

室 2020）。このようにタイヨウフウトウカズ

ラの生息域内保全は困難な状況であり、生息

域外での種の保全が必要となっている。

種子保存は植物の遺伝資源を生息域外保
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全する上で、安価で、効果的で、安全な方

法 で あ る（Phartyal et al. 2002）。Decruse & 
Seeni（2003）はコショウ属 6 種とコショウ

Piper nigrum L. 3 品種では種子の冷凍保存が

遺伝資源の保全に効果的で優れた保存方法

であることを明らかにした。タイヨウフウ

トウカズラの種子については、冷蔵保存で

18 ヶ月までは発芽能力を有することが示さ

れている（東京大学大学院理学系研究科附属

植物園 2014）。その一方で、Vfizques-Yanes 
& Orozco-Segovia（1990）は熱帯性の Piper 
umbellatum L. の新鮮な種子を用いて 25°C の

一定温度処理と 20 ～ 30°C、25 ～ 35°C、15
～ 35°C の 3 つの変動温度処理が種子発芽に

及ぼす温度の影響を調べたところ、低温をと

もなう 15～ 35°C処理区だけで発芽しなかっ

たことを報告している。このことはコショウ

属植物の低温条件での種子保存後の発芽温度

条件を、種ごとに調査することが必要である

ことを示唆している。そこで稀少なタイヨウ

フウトウカズラの種子による生息域外保全方

法の確立を目的として、種子の発芽適温と冷

蔵保存した種子の発芽特性を調査したので報

告する。

材料と方法

東京大学大学院理学系研究科附属植物園

から 2010 年に寄贈をうけたタイヨウフウト

ウカズラ 10 個体を富山県中央植物園の最低

12°C 以上に加温する栽培温室で系統保存し

ている。このうち母島植栽株から採取した種

子を育成した実生の雌個体（登録番号 49059）
と雄個体（登録番号 49060）を人工授粉し、

2019 年 6 月 14 日と 2020 年 6 月 24 日に成

熟した果実を得た。それぞれの果実から直径

約 1 mm の発芽能力があると考えられる種子

を精選して取り出した。2019 年に得た種子

は室温で約一ヶ月間乾燥させた後、薬包紙に

包み密閉した容器に入れて 4°C の冷蔵庫で

約一年間保管し、2020 年に得た種子は 7 日

間室温で乾燥した。これらの冷蔵保存種子と

新鮮な種子を発芽実験に用いた。

2020 年 7 月 3 日に冷蔵保存種子と新鮮な

種子を 70％のエタノール溶液中で約 1 分間

表面殺菌し、蒸留水で湿らせたろ紙（株式会

社バイオメディカルサイエンス製たねピタ）

を直径 9 cm のプラスティック製シャーレの

中に置き、種子を 50 粒ずつ播種した。播種

したシャーレを株式会社日本医化器械製作所

製の温度勾配恒温器（TG100-ADCT）の 5°C、
10°C、15°C、20°C、25°C の各温度設定区内

に 1 つずつ置き、光条件を 16 時間の明期、

8 時間の暗期に設定して実験を行った。温度

勾配実験区で 70 日間観察後、種子の生存お

よび低温湿潤条件が発芽に与える影響を確認

するため、すべてのシャーレを 25°C の温度

区に移動し、その後 30 日間観察した。実験

期間中は毎日種子を観察し、種皮が割れ根が

1 mm ほど出た時点で発芽と判断した。

発芽速度と発芽率を評価するため、Reddy 
et al.（1985）の 発 芽 指 数（GI: Germination 
Index）を算出した。数式を以下に示す。

Fig. 1. Germinated seedlings of the refrigerated 
seeds of Piper postelsianum in an experi-
mental plot at 25℃ at 45 days after sowing. 
The bar represents 2 cm.
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発芽指数 (GI) = (70 × n1) + (69 × n2) + 
… + (1 × n70)

ここで、n1、n2 … n70 は観察を始めた 1
日目、2 日目とそれ以降 70 日目までの発芽

種子数を表し、70、69 … 1 は 1 日目、2 日

目とその後の発芽種子数に与えられた重み付

けである。発芽指数（GI）は播種後最初に発

芽した種子に最大の重み付けが与えられ、そ

の後次第に小さくなっていき、最後に発芽

した種子が最も低い重み付けとなる（Kader 
2005）。したがって、発芽指数（GI）値が高い

ほど発芽の割合と発芽速度の両方が高いこと

を示す。

結果と考察

タイヨウフウトウカズラの種子発芽を 70
日間 5°C から 25°C の 5 つの実験区で調査し

たところ、冷蔵保存種子は 25°C の実験区で

発芽率 100％に達し、20°C では発芽率 90％
であったが、15°C 以下では発芽しなかった

（Fig. 1, 2）。新鮮な種子は 25°C の実験区で

発芽率 96％、20°C と 15°C の実験区では共

に発芽率 94％となり、10°C と 5°C では発芽

しなかった。一方、温度勾配をつけた調査で

発芽しなかった各実験区の種子を 25°C の条

Fig. 2. Accumulative percentages of the germinated seeds of Piper postelsianum under different 
temperature conditions. A: Refrigerated seeds collected in 2019, B: Fresh seeds collected in 2020. 
All seeds were subjected to a temperature of 25°C for 70 days after sowing (designated by the 
gray color).
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件下へ移動した後の発芽率は、冷蔵保存種子

の 15°C 実験区、10°C 実験区だったものは

それぞれ 28％、4％となり、5°C 実験区は発

芽しないなど全て低い発芽率となった。新鮮

な種子の 10°C の実験区であった種子は発芽

率 90％に達し、5°C 実験区であった種子で

も 80％といずれも高い発芽率となった。つ

まり、タイヨウフウトウカズラの新鮮な種子

は 10°C 以下、冷蔵保存種子は 15°C 以下の

温度条件で発芽が抑制されるが、新鮮な種子

は 70 日間の湿潤低温下でも発芽能力を失わ

ず、一方、冷蔵保存種子は著しい発芽能力の

低下を起こしている。このことから、タイヨ

ウフウトウカズラの冷蔵保存種子を用いて実

生増殖する場合には 15°C 以下の播種条件を

避ける必要があることがわかった。

播種から発芽するまでに要する日数は、新

鮮な種子の 25°C 実験区が 16 日と最も小さ

かった（Fig. 2）。また、25°C と 20°C の実験

区の両方で冷蔵保存種子より新鮮な種子の方

が播種後早く発芽が始まり、発芽開始から

発芽終了までの日数も新鮮な種子の方が短

かった。発芽速度と発芽率を評価する発芽指

数（GI）の値でも最も高い値 2558 を示したの

は新鮮な種子の 25°C 実験区であり、続いて

新鮮種子の 20°C 実験区の値 2288 と冷蔵保

存種子 25°C 実験区の 2323 とが近似した値

となり、次に新鮮種子 15°C 実験区の値 1254
と冷蔵保存種子 20°C 実験区の 1273 が近い

値となった（Table 1）。同じ温度実験区で比

較すると、新鮮な種子より冷蔵保存種子の方

が発芽速度および発芽開始と終了が遅くなる

傾向が認められた。

今回調査した発芽率と発芽指数、発芽開始

と発芽終了期間の結果から、タイヨウフウト

ウカズラの発芽適温は 25°C と考えられた。

自生地である小笠原諸島の母島でタイヨウフ

ウトウカズラの種子が散布されるのは 7 ～ 8
月である（東京大学大学院理学系研究科附属

植物園 2014）。母島の気象データはないこと

から、母島の約 50 km 北方に位置する父島

の観測値を参照すると、7、8 月平均気温の

平年値はそれぞれ 27.5°C、27.7°C であり（気

象庁ホームページ 2021）、種子散布時期の気

温と発芽に適した温度条件とがほぼ対応し

た。
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立山地域における特定植物群落の 40 年間の変化（2）
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Changes in the species composition in “specific plant communities” in the 
Tateyama Mountains, Toyama Prefecture, in the last 40 years (2)
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42 Kamikutsuwada, Fuchu-machi, Toyama 939-2713, Japan
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Abstract: Following our previous surveys in 2008 and 2009, we re-surveyed the spe-
cies compositions of six “specific plant communities” in the Tateyama Mountain region, 
Toyama Prefecture, which was selected in 1978 by the Environment Agency of Japan. We 
were unable to relocate site no. 1 of the previously recorded Pinus parviflorus var. pen-
taphylla community in Kami-no-kodaira, as no trees of this species were observed. In the 
communities belonging to the forest zone, those species previously appearing in the sub-
tree layer had grown to the tree layer height. Furthermore, we noted a substantial change 
in the appearance of a Pinus ×hakkodaensis–Rhododendron tschonoskii ssp. trinerve com-
munity in Midagahara, characterized by a shrub layer in which species such as Sorbus 
commixta had grown. In contrast, the species compositions and appearances of two wet-
land communities had not undergone any significant changes.

Key Words: Empetrum nigrum var. japonicum, Juncus filiformis, Phyllodoce aleutica, 
Pinus parviflora var. pentaphylla, Pinus ×hakkodensis, Rhododendron tschonoskii subsp. 
trinerve, species composition, Tateyama Mountains, Thuja standishii, wetland

特定植物群落は、環境庁（現環境省）の自然

環境保全基礎調査（緑の国勢調査）の第 2 回

において、各都道府県の主要な植生として選

定された（富山県 1978, 1979）。富山県からは

166 ヶ所が選ばれ、このうち 9 つの植物群落

については追跡調査地点として 1998 年まで

ほぼ 10 年ごとに調査が行われた（富山県　

1978, 1988a, b, c, 環境庁 1998, 環境庁自然保

護局生物多様性センター 2000）。環境省によ

る調査は 1998 年以降行われていないが、植

生の変化を長期継続的にモニタリングする

目的で著者らは追跡調査地点のうち 8 ヶ所

について、2007 年に独自に調査を行った（吉

田・山下 2008）。また、2008 年と 2009 年に

は、追跡調査地点以外の立山に位置する特定

植物群落 13 地点についても、独自に調査を

実施した（吉田 2009, 2010）。さらに 2017 年

には、追跡調査地点のうち立山地域の 5 ヶ

所について約 40 年後の植生調査を行った（吉

田他 2017）。今回 2020 年には、上ノ小平の
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クロベ群落など、追跡調査地点以外の立山地

域の特定植物群落から 6 地点について植生調

査を実施したので、その結果を報告する。

調査方法

調査地は表 1 と図 1 に示した 6 地点で、

図 2 に調査地の写真を示した。調査は 2020
年 8 月 17 日、9 月 3 日、9 月 22 日の計 3 日

間で行った。2008 年と 2009 年の調査におい

ては、特定植物群落選定時の詳細な調査地点

がわからなかったため、調査報告書（富山県

1978）の植生調査票に記載された標高および

調査地のスケッチをもとに該当する群落また

は周辺の群落に調査区を設定し、GPS によ

る位置情報を記録した（吉田 2009, 2010）。今

回は、前回 2009 年調査時の GPS データをも

とに調査区の位置をほぼ特定し、調査を行っ

た。

調査方法は Braun-Blanquet の植物社会学

的手法（鈴木 1971）を用いた。すなわち各調

表 1.  調査した特定植物群落と調査日．

図 1．調査した立山地域の特定植物群落の位置．1．上ノ小平のキタゴヨウ群落．2．上ノ小平
のクロベ群落． 3．弥陀ヶ原のハッコウダゴヨウ―オオコメツツジ群落．4．畜生平の池塘
の植物群落．5．真砂谷のアオノツガザクラ群落．6．浄土沢のミヤマイ *―ヒロハノコメス
スキ群落（* エゾホソイに再同定）．
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査地点の調査区内を高木層、亜高木層、低木

層、草本層、コケ層に区分し、各階層におい

て植被率、群落の高さ、出現する植物の種名

とその優占度（D）を + から 5 の 6 段階、群度

（S）を 1 から 5 の 5 段階で記録した。

結果

1．上ノ小平のキタゴヨウ群落（表 2、図

2-1）

2009 年の調査では 2 地点を調査区と

したが、今回は No.1 の調査区に該当す

る場所にキタゴヨウの群落が見当たらな

かったため、No.2 の調査区のみを調査し

図 2．2020 年に調査した特定植物群落．各番号は図 1 の調査区の位置と対応．1．上ノ小平の
キタゴヨウ群落．2．上ノ小平のクロベ群落．3．弥陀ヶ原のハッコウダゴヨウ―オオコメ
ツツジ群落．4．畜生平の池塘の植物群落．5．真砂谷のアオノツガザクラ群落．6．浄土沢
ミヤマイ *―ヒロハノコメススキ群落（* エゾホソイに再同定）．
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表 2．特定植物群落、上ノ小平のキタゴヨウ群落の植生の変化．
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表 3．特定植物群落、上ノ小平のクロベ群落植生の変化．
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た。高木層にはキタゴヨウ Pinus parviflora 
var. pentaphylla が優占度 2、アシウスギ

Cryptomeria japonica f. radicans が 優 占 度

1 で出現し、2009 年の調査では亜高木層

を構成していたクロベ Thuja standishii が
成長して高木層にも出現した。亜高木層の

植被率は 30％で、2009 年の 10％より増加

し、ブナ Fagus crenata、クロベ、コメツ

ガ Tsuga diversifolia、 タ ム シ バ Magnolia 
salicifolia などが出現した。2009 年に亜高木

層に出現したキタゴヨウとアシウスギは高

木層へ加わったと考えられる。低木層には

タムシバ、アカミノイヌツゲ Ilex sugerokii 
var. brevipedunculata が優占度１、チシマザ

サ Sasa kurilensis、オオカメノキ Viburnum 
furcatum、 ホ ツ ツ ジ Elliottia paniculata な

ど 14 種が＋で出現した。草本層にはヤマソ

テツ Plagiogyria matsumurana、ツバメオモ

ト Clintonia udensis、ミツバオウレン Coptis 
trifolia など 2009 年との共通種のほか、シ

ノブカグマ Arachniodes mutica、コシアブラ

Chengiopanax sciadophylloides など合計 33
種が出現し、2009 年よりも種数は 3 種増加

した。

2．上ノ小平のクロベ群落（表3、図 2-2）

No.1 では、高木層にアシウスギ、コメツ

ガ、クロベが出現し、前回、優占度 3 であっ

たクロベとコメツガは優占度 1 に減少、優占

度 2 であったアシウスギが優占度 3 へと増

加した。亜高木層では前回同様にヤマグルマ

Trochodendron aralioides が出現したが、優

占度は＋と減少した。前回、亜高木層に出現

したコメツガとアシウスギは、成長して高木

層に出現したと考えられる。低木層にはチシ

マザサ、オオバクロモジ Lindera umbellata 
var. membranacea、オオカメノキ、コシア

ブラ、ブナが前回同様にみられ、またホツ

ツジ、タムシバなど出現種が増加した。草

本層ではヤマソテツ、チシマザサ、ノリウ

ツギ Hydrangea paniculata、ショウジョウバ

カマ Heloniopsis orientalis など 12 種が前回

と共通して出現したが、ほかにイワカガミ

Schizocodon soldanelloides、ゴゼンタチバナ

Cornus canadensis など 21 種が新たに出現し

た。

No.2 では高木層の出現種は前回同様ク

ロベ、アシウスギ、キタゴヨウの 3 種で

あったが、クロベの優先度は 4 から 2 へと

減少した。亜高木層の出現種には前回見ら

れたアシウスギ、タムシバ、オオシラビソ

Abies mariesii、マルバマンサク Hamamelis 
japonica var. discolor f. obtusata のほか、ミ

ネカエデ Acer tschonoskii、クロベなど 4 種

が新たに加わった。低木層ではチシマザサ、

オオカメノキが優占度 2 であり、ミネカエ

デ、マルバマンサクなど前回との共通種の

ほか、クロベ、アシウスギ、アカミノイヌ

ツゲなどがみられた。草本層ではヤマソテ

ツとチシマザサが優占度 1 で広がり、ノリ

ウツギ、ショウジョウバカマ、ヒメモチ Ilex 
leucoclada、ミツバオウレンなど 12 種が前

回と共通であった、そのほか、ホソバノキソ

チドリ Platanthera tipuloides、ツマトリソウ

Lysimachia europaea など 27 種が新たに出現

した。

3．弥陀ヶ原のハッコウダゴヨウ―オオコメ

ツツジ群落（表4、図 2-3）

この群落は七曲りの道路沿いに位置してい

る。今回は、低木層を高さ 0.5 ～ 1 m までの

ササが優占する層と 1 m以上の低木が出現す

る層の 2 層に明らかに区分できたため、1 m
以上を低木層、0.5～1 mまでを低木層2とし、

各層で出現種の優占度を測定した。低木層は

No.1、No.2 とも植被率は 40％で、ハッコウ

ダゴヨウ Pinus × hakkodensis の優占度がそ

れぞれ 1、2 と 2009 年より減少し、ナナカ

マド Sorbus commixta、ミネカエデ、オオシ

ラビソ、ダケカンバ Betula ermanii、ネコシ

デ Betula corylifolia、オオカメノキが樹高 3
～ 5 m まで成長していた。低木層 2 では、チ
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表 6．特定植物群落、真砂谷のアオノツガザクラ群落の植生の変化．

マキザサ Sasa palmata が優占度 5 と密生し、

ナナカマド、オオコメツツジ Rhododendron 
tschonoskii subsp. trinerve、マルバマンサク、

ウラジロハナヒリノキ Eubotryoides grayana 
var. hypoleuca など 2009 年にも出現した種が

みられた。なお、この群落に出現するササは

チシマザサとされていたが、今回の調査でチ

シマザサとチマキザサが出現し、優占度は

チマキザサの方が高いことがわかった。草

本層では、ササの林床にショウジョウバカ

マ、ミツバオウレン、オオコメツツジなどが

みられ、ササの群落の縁にニッコウキスゲ

Hemerocallis middendorffii var. esculenta、コ

バイケイソウ Veratrum stamineum、ミタケス

ゲ Carex michauxiana subsp. asiatica などが

出現した。

4．畜生平の池塘の植物群落（表5、図 2-4）

畜生平は弥陀ヶ原から一ノ谷をまたいで

上方に位置し、弥陀ヶ原同様に池塘が点在

する地域である。標高 2020 m 付近の 2 つの

池塘の周囲に 3 ヶ所ずつ調査区を設定した。

池塘 1 周囲の No.1 ～ No.3 では、ミヤマイ

ヌノハナヒゲ Rhynchospora yasudana が優占

し、モウセンゴケ Drosera rotundifolia、イワ

イチョウ Nephrophyllidium crista-galli subsp. 
japonicum、ヌマガヤ Moliniopsis japonica、
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表 7．特定植物群落、浄土沢のミヤマイ *―ヒロハノコメススキ群落の植生の変化（* エゾホソ
イに再同定）．

ショウジョウスゲ Carex blepharicarp、ワタ

ス ゲ Eriophorum vaginatum subsp. fauriei な
どが出現した。池塘 2 の周囲の No.4 ～ No.6
では、ミヤマイヌノハナヒゲが優占し、モウ

センゴケ、ワタスゲ、ヌマガヤの優占度が高

かった。いずれの調査区でも 2009 年からあ

まり変化は見られなかった。

5．真砂谷のアオノツガザクラ群落（表 6、

図 2-5）

真砂谷の緩斜面に点在する凸部に成立し

ている群落である。No.1 ～ No.3 では、ガ

ンコウラン Empetrum nigrum var. japonicum
が優占度 3 ～ 4 と優占し、アオノツガザク

ラ Phyllodoce aleutica の優占度は＋～ 1 と

減少していた。またチングルマ Sieversia 
pentapetala、 マ ル バ ウ ス ゴ Vaccinium 
shikokianum、イワカガミの優占度が 1 ～ 2
と増加していた。凸部の周囲にはイワイチョ

ウやショウジョウスゲなど雪田の構成種が出

現した。またハナゴケ Cladonia rangiferina、
マキバエイランタイ Cetraria laevigata など

の地衣類やコメススキ Avenella flexuosa など

がみられ、部分的に乾燥しているものと思わ

れた。No.4 はアオノツガザクラが優占度 3
と優占する調査区で、ガンコウランは優占度

+ と少なかった。他の構成種はチングルマ、

ショウジョウスゲ、マルバウスゴ、イワイチョ

ウが優占度 1 で、No.1 ～ 3 の調査区とほぼ

同様であった。

6．浄土沢のミヤマイ―ヒロハノコメススキ

群落（表7、図 2-6）

浄土沢沿いの湿潤草原に生育する群落で

ある。2009 年の調査ではミヤマイ―ヒロハ

ノコメススキ群落としていたが、ミヤマイ

Juncus beringensis Buchenau は誤同定で、正

しくはエゾホソイ J. filiformis L. であった。

また 2009 年の調査時同様、今回もヒロハノ

コメススキは出現せず、現在の植生はエゾホ

ソイ群落とみなされる。なお、今回浄土沢

付近を踏査した限りでは、周囲にミヤマイ

（エゾホソイ）―ヒロハノコメススキ群落に

該当するような群落は見受けられなかった。

No.1 は植被率が 2009 年よりも減少し、70％
であった。エゾホソイが優占度 3 のほか、イ

ワイチョウとヤチカワズスゲ Carex omiana 
var. omiana が出現するのみで、2009 年に優

占度 2 で見られたシラネニンジン Tilingia 
ajanensis は見られなかった。No.2 はエゾホ

ソイが優占度 3、シラネニンジンが 1 であ

り、ヤチカワズスゲがみられた。2009 年に
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出現したイワイチョウとミノボロスゲ Carex 
nubigena subsp. albata は出現しなかった。

No.3、No.4 は浄土沢の流れに近いより湿っ

た立地であり、エゾホソイの優占度は高く、

No.4 では優占度 5 となり地表にコケが群生

し、出現種数は少なくなっていた。

考察

前回、2008 年の調査では（吉田 2009）「上

ノ小平のクロベ群落」、「畜生平の池塘の植

物群落」を含む 5 群落を、2009 年の調査（吉

田 2010）では「上ノ小平のキタゴヨウ群落」、

「弥陀ヶ原のハッコウダゴヨウ―オオコメツ

ツジ群落」を含む 8 群落を調査し、特定植

物群落選定時の 1978 年の結果および富山県

内外の類似群落との比較を行った。上ノ小平

のクロベ群落では、高木層にクロベ、コメツ

ガ、アシウスギが出現し、低木層や草本層に

は 1978 年の調査との共通種が多かった（吉

田 2009）。またこの群落はアカミノイヌツゲ

―クロベ群集オオシラビソ亜群集に類似する

が、溶岩台地上に位置し、多雪環境であるこ

とから、典型的なアカミノイヌツゲ―クロベ

群集の立地よりも傾斜が平坦で湿った場所で

あると考えられ、オオカメノキやヤマソテツ

などブナクラスの種が高頻度で出現する特徴

があることを明らかにした（吉田 2009）。今

回の調査結果では、前回亜高木層に出現した

種が高木層に達し、低木層に出現した種が亜

高木層に加わるなど、下層の出現種の成長が

顕著であった。

このような群落の構成種の成長は、ハッコ

ウダゴヨウ―オオコメツツジ群落で最も顕著

であった。2009 年には低木層はハッコウダ

ゴヨウとチシマザサが優占して構成されてい

たが（吉田 2010）、今回はハッコウダゴヨウ

やナナカマド等の低木が優占する低木層 1、
チシマザサに代わってチマキザサが優占す

る低木層 2 の 2 層に分かれており、低木層 1
のナナカマドやミネカエデなどの成長が著し

く群落の景観が異なって見えるようになるほ

ど大きな変化がみられた。ただし、優占する

ササが入れ替わった原因は、前回の調査では

チマキザサをチシマザサと誤認していたため

と思われる。

上ノ小平のキタゴヨウ群落では、40 年前

の特定植物群落に相当する調査区 No.1 の地

点でキタゴヨウが発見できず、調査ができな

かった。前回、2009 年の調査時には、群落

内でキタゴヨウの大径木 2 本が枯死してお

り、調査区内の北半分のギャップにはブナや

オオカメノキ、オクヤマザサなどが繁茂し

ていた（吉田 2010）。今回の調査までの 12 年

間に、残りのキタゴヨウが枯死したと考えら

れるが、原因は不明である。ここは立山高原

道路沿線で大観台手前のカーブに位置してお

り、道路の影響を強く受ける場所である。立

山アルペンルート沿線では 1980 年以降ブナ

坂のヘアピンカーブ周囲のブナの枯損が増大

し、大径木が枯死し、その原因として走行

するバスの排気ガスが指摘されている（河野 
1999）。また美松では道路沿線のオオシラビ

ソの衰退が報告され、その原因として除雪作

業の影響が指摘されている（中島 2020）。今

後、残された植物群落の追跡調査を行う必要

がある。No.2 ではクロベ群落やハッコウダ

ゴヨウ群落と同様に、2009 年の調査時の亜

高木層、低木層の出現種が成長し、高木層や

亜高木層に出現していた。

上記のような樹林帯に位置する群落で大き

な変化が見られたのに対し、畜生平の池塘の

植物群落、および浄土沢のミヤマイ―ヒロハ

ノコメススキ群落（現エゾホソイ群落）のよう

な湿原に位置する群落では、構成種の優占度

の変化は小さく、この 12 年間でほとんど変

化が見られず、雪が遅く残る立地で豊富な雪

解け水が提供される環境が維持されているた

めと考えられる。

真砂谷のアオノツガザクラ群落では、調査

した 4 ヶ所のうち 3 ヶ所で優占種がガンコウ
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ランへと変化していた。財城ほか（2003）は
中央アルプスの木曽駒ケ岳で開放型小型温室

（OTC）を 5 基設置し、1997 年から 2000 年

の植生の変化を調査した。その結果、1997
年にガンコウランが見られた 3 基の OTC 内

でガンコウランの成長が著しく、温度の上昇

がガンコウランの成長を促進させ、他種を圧

倒したとした。また同じ木曽駒ケ岳の風衝地

で過去 10 年間にガンコウランやミネズオウ

などの矮性低木やハイマツの被度が増加した

（下野ほか 2019）ことを明らかにした。これ

らの結果からガンコウランは温度の変化に応

じて他種よりも敏感に反応して伸長する性質

があると考えられる。またタカネヤハズハハ

コ―アオノツガザクラ群集はアオノツガザク

ラが優占する常緑矮生低木群落であり（宮脇・

奥田 1990）、山稜風背側の雪田で融雪後乾燥

しやすい立地に成立する（吉田 2010）。2009
年の調査ではガンコウランは記録されなかっ

たが、アオノツガザクラに混ざって生育して

いたものを見落としていた可能性もある。調

査区は真砂谷の雪渓末端の凸部に成立してい

るが、ガンコウランが優占していることから

乾燥化が進行していると推察された。

立山地域の残りの特定植物群落についても

調査を行い、今後とも注意深く植生の変化を

モニタリングして行く必要がある。
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  BGT Plant Chromosome Reports

○ Masashi NAKATA: Chromosome number of Chrysanthemum pallasianum 
(Asteraceae) from Kurobe Gorge, Toyama Prefecture

A cultivated individual of Chrysanthemum pallasianum (Fisch. ex Besser) Kom. was 
used as the material for chromosome observation. The exact location and records are 
unknown, but it was collected in the Kurobe Gorge more than 30 years ago. Voucher speci-
men is deposited in the herbarium, Botanic Gardens of Toyama (TYM).

The root tips of 5 mm long cut from the pot-cultivated plant were pretreated with 2 mM 
hydroxiquinoline solution for 8 h (18°C) and subsequently fixed with acetic alcohol (99.5% 
ethanol : glacial acetic acid = 3:1 [v/v]) for more than 24 h (4°C), macerated in a 2:1 mix-
ture (v/v) of 45% acetic acid and 1 mol/L hydrochloric acid for 15 s (60°C), and stained 
with 2 % acetic orcein for 15 min before being squashed. 

At mitotic metaphase, 2n = 53 chromosomes were counted in five cells. The chromo-
somes were medium in size, approximately 2.5–3.0 µm long, and almost similar in size. 
The centromeric positions of the chromosomes could not be determined for all. 

The chromosome number for Chrysanthemum pallasianum has been reported to be 2n 
= 54, hexaploid with basic chromosome number x = 9 (Kitagawa & Nagami 1960 as C. 
togakushiense from Mt. Togakushi; Nakata et al. 1987 on the plant from Mt. Myogi). The 
present material is a hypohexaploid aneuploid. Accidental hypo- or hyperploidy are not 
uncommon in wild Chrysanthemum species (Nakata 1999, Nakata & Kumagai 1999).

Fig. 1. Somatic metaphase chromosomes of Chrysanthemum pallasianum from 
Kurobe Gorge, Toyama Pref. 2n = 53, a hypohexaploid. Bar indicates 10 µm.
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中田政司: 富山県黒部峡谷産オオイワイン

チン（キク科）の染色体数

富山県黒部峡谷で 30 年以上前に採集され

たとされるオオイワインチンの栽培個体に

ついて染色体数を算定したところ、2n=53 で

あった。オオイワインチンについては 2n=54

の六倍体であることが報告されており、今回

観察した個体は基本数 x=9 であるキク属の

低六倍体異数体であった。キク属野生種に偶

発的な低異数体や高異数体が存在するのは稀

ではない。（〒 939-2713 富山市婦中町上轡

田 42　富山県中央植物園）
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